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7:号琴丘能代道路、は秋出県沿岸北部を民く

として計雨され、秋田県教育委員会はその事業計画にそって昭

ら路線との埋蔵文化財の事前発掘調査iを実施して参

りました。調査は能代市側より開始され、既に平成2年度まで

縄文時代、平安時代の遺跡など6遺跡、の発掘調査が終了し、

その成果は昭和62年度、平成元年度、同4 に4冊の

として刊行しております。

平成4年度は八竜町鵜川地区の館の上館遺跡が調査対象とな

りました。この遺跡は、本県中世の覇者安東氏の内紛を記録し

た『湊窃槍山両家合戦覚書』に登場する「カトウド城」と目さ

れている中世域舘であり、既に昭和58年に刊行した『秋田県の

中山城館』にも収載されている遺跡です。調査の結果古城舘は、

ト四つの郭によって構成されていることが確認され、このう

ち今回の調査にかかった東側の郭の周囲は 6期にわたる溝で囲

まれていることが判明致しました。

この館む の まとめたものであ

りますが百本菩が今後の

つよう願ってやみませんO

を刊行する

までご便宜いただい

はじめ関係諸機関、各位に深く の煮を る次第です。

-，-ji-JぷG1_1三3Jj 



1711 

に係る館の上館遺跡の じあ

。。

2. 本報告書は秋田県文化[日調杏報告書ー第167集『一般国道7号八竜能代道路建設事業に係る

1 寒)I [ 1遺跡 e寒)I[IIj遺跡、および秋i王j県文化財調査報告書

第178集 r一般国道7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書E 福田遺跡
@石丁遺跡@蟹子沢遺跡@トニ林遺跡 』、秋田県文化財調査報告書第230集『一般国道7号

琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書麗 鴨子台遺跡@八 111番台遺跡 j、

秋田県文化財調査報告書第231集「一般国道7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘

I遺跡@萱刈沢H遺跡 Jに続くものであるO

3.本報告書の執筆分担は以下のとおりである。

庄内昭男…第4章第2節、第4章第3節 (2) (3)、第4章第4節

小林克…上記以外の各章各節

4.本報告書作成にあたり以下の方々から

浅野晴樹、

5. 二i二層註記r:tの色調は、

院修『新版標準土色11長Jによった。

Jl 

、ご指導を頂いた。記して謝意を表するO

武田孝義、永瀬福男、若松鉄PLj郎

財団法人日本色彩研究所色崇
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第1!~主 はじめに

l節調査に至るまでの

1kmの日動車専用道路とし

!壬IIIT鹿j宮地内 とし、能代市浅内と

ら、平成4fI:3月に一、~ L 

は能代市側から されるに至っている円

予定路線内には、いくつかの埋蔵文化財包蔵地がかかることが当初から予想されていた。そ

のため、

おこない、路線ト

実施した 1-，
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には能代市側の 111 '一戸、mrに
、
U
 -
J
r
q
 

〈

J一U
4
9
 

一
」

-r一一山

はト二林遺跡、福田追跡、

壬!っ支から始まり、官メIj沢口

八11霜台追跡、さら

ワ

された。八竜町'(Wj

にはインタ--eチェンジ部分のlp，母子

大れアLiλ 

l土 とし {主 '_( 

されfこ 路線、は館の はかからないものの、

その周囲を巡る帯郭部分の一部が破壊されるであろうこと、また、こ ヨワ

も中世陶器片のf也、縄文を施した土器片¥それに伴うとみられる石器などが出士し、

要があることを確認したG この調査結果は建設省能代て亨事務所にも伝えられ、平成4午5月

されfこO

2宣告 調査の組織と構成

跡所在地 秋田県山本郡八竜rHr鵜]I[字館の i:.32-2 

2. ~同 期間 4 6月 1[1'"'-9月7日

3ι 調 面積 3，035 nf 

4.調子モヂ体

c 
tJ. 担当 ノJ¥林 ンタ 文化財主任)

IJ引ii 、 J ルーヲ
、J

4〆ノ

一一My日 11 

佐々 ンター主任)

7. 調査協力機関



2存 2 本遺跡、のカ~l也と環境
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遺跡の 境環と

第 l節遺跡の と周辺地形

舘のj二館遺跡は、県北日本海沿岸地域の台地訴のうち、最も西側 る「成合台地」と

呼ばれる標高20'"'-'35m の海成段丘 I~，こ泣置している。この台地は、西側を浅l斗低地、東部j を弟!~

川)11が形成した鵜川低地に挟まれ、 11'員約2.3km、長さ約 8kmで八竜fl]T大LUJから能代市浅内まで

延びる。その長!袖方向は司本海汀線及び東側の丘陵地に平行する N-15
0 

Eである。

遺跡は八郎潟残存湖の北岸に接するこの成合台地の南端、米代川の河口から南lこ13.5km、八

郎潟北岸からは北東に約2km程の地点に位置する。西側日本海汀線までは匝線距離で3.5km程離

れている。遺跡の経緯度は以下のとおりである。

北緯 400 6' 00" 東経 140
0 l' 30" 

成合台地の西縁は縄文海進時の日本海汀線で、直線的なj也形を呈するが、東縁は海退後に侵

食した鵜)11川に向かつての小侵食谷が鋸歯状に入り、侵食谷間に形成された細長い舌状台地が

密に並ぶ対照的な地形を呈しているの館の1:-.館造跡はこうした小侵食芥群のうち最も南側に位

る谷によって画された、東に張り出す舌状台地を巧みに利用してつくられたrl]tl:t域官官であ

ーヲ

Q 。

第2節周辺の遺跡

館の上館遺跡の周辺には、琴丘能代道路定投 L事に伴って発掘調査された追跡を含め、いく

つかの追跡の存在が知られている。

11]石器H寺代の遺跡としては館のほ官遺跡の北北丙2.2kmの地点に鴨子台遺跡がある。ナイフ

形石器を主とする石器群4ブロックと両面調整石器、周縁加工掻器からなる石器群1ブロックが

確認されている。縄文時代の遺跡では約1.7km北西に萱メiJ沢貝塚、意刈沢 I遺跡、背メ11沢 E

跡があるO 資メIj沢民域は縄文時代cl二l販の円筒上層b式、 c式をLIJ;心とするとi塚で、時穴住祉

やフラスコ状土坑中に堆積したヤマトシジミを主体とする只属中から、成人女性および性別不

明の青年人骨の他、犬の埋葬骨もli¥+.している。 空メiJ沢 I追跡、同E遺跡は告:刈沢貝塚の東に

隣接する遺跡で、前者では縄文時代後期前葉の土器捨場、後者では前期から中野jにかけての竪

穴住居社、フラスコ状土坑が確認されているG 平安時代の遺跡としては本追跡の北4kmに竪穴

住居士Lt16軒を確認した福田遺跡がある。

つ-
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部l節遺跡の概観

3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

館の上館遺跡;は成合台地の南端部分を空堀によって区切った4つ郭面(第4図第 I郭~第百

事わからなる。現在確認できる空堀は 3筒所にあり、そのうち、第I郭と第盟郭の問、第E郭と第

斑郭の閣の空堀は現状での基底111記7'"""'8m、郭面からの深さ 3m前後の大規模なものである。対

して第IV郭を区切る空堀は上面での幅が2m前後、深さ 1mの溝状の堀込みが2本並列し、その

間が土塁状の高まりを見せる小規模なもので、他の空堀とは構築時期に差があるように見られる口

今回調査の対象となったのは第 I郭の北東側の平坦面、および斜面、斜面下の平坦部である。

第 I郭の周囲北側から東側にかけては現在畑と山林に利用されており、中世城館の周辺施設

としての地形を確認できる部分は殆どないのであるが、 にかかった北東側の平坦面は

ほぼ同じ高さで第 I郭と第臨郭の間の空堀に連続しており、第 I郭帯郭の唯一の遠存筒所であ

る。調査の結果、この帯郭平坦面上に時期を違えて構築された 6条の溝と、 l基の地下式土坑

が確認された。

l土、

側斜面でみると、 I

その南東側および北西側斜面、斜面下の平坦面で異なるが、

，耕作土(盛土を含む)、立居;褐色砂質土、車層;日産オリーブ褐色シ

ノレト シノレト V層;黒褐色粘土、 ，オリーブ黒色粘土の摺)1慣が

たどれる。帯郭南東側斜面での出土遺物はすべて郭上出ーからの転落選物、あるいは郭面造成に

伴つての削土とともに斜面下に流入したものであるが、仁111対陶器類はrv属中から、縄文時代後

続真8の土器はV属中から している。

図置コしTm回ι「-y
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第3章発掘調査の概要

4図 鑑の上遺跡郭蕗配置回

出#手1)両 日空堀

~\\\\\\今!日i の調査|丘

6 
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1.1 IIIY){:V2.'，¥¥褐色砂 i質は軟質02，5、4 1;庁 IJ--j栴(/'.の利い妙貿 j'_ f!問主ラた簡 I~r :，桜 c ている峻化鉄の誕人郎 l .t;'l;水中町く~， 1 

1太に定化Lている。
]" !OYH2/2¥¥¥褐色ンルト 1質はやわι')1)'¥.

Hi ~川両/:\に 3 い" 粘 I1質は軟質。屑"ト郎に、!J、;J/九貨褐色の砂'i'1U"ち'1山岡をべ)てLる
17 lllY I{.j Jに三い貧褐色砂上閣は硬く Lま!ている

lB 2 5Y ，1/:~附民鈍色砂 i 買は使め.Àぃ納物似か多 \'0

¥9 2日 4/-¥オ 1)_-j 褐色紗

!Il 2川 4 )寸 qープ褐色砂約か111い

21 1川 lリノ1.¥¥¥褐色粘土柔らかく"ている。盆'1'、小孔かり般化鉄会合む水か浸み11¥L 1色を染めている J純物恨の跡は、傾化鍬か付着 L

た小孔 C小されるu

22 ¥(ハ 1刊ノ3階褐色砂 i質はやわ lヲカいI-i旦どllli1{5/6筒偶色の刺11、砂貿|かまたりに人

2.1 2 5Y::l， 2，'.¥¥褐色砂 i↑質は検め。

てt、る l

24 10、1¥01， Jにλ1.蹟褐色砂 l質11硬めJ塗'112日 4/.1t IJ フ樹fh. ù)判ぃ砂!'l l ゃ l川川/2.'，1日褐f:'~の妙質 j-_l)'M.t. 1)伶 1口、る J

"" 2，5¥'4/ぶオリーフ 縄色砂村か料)1、i質は硬めに
21i !川 U)オ.，フ 褐色砂約か相い。 1質Il硬めobdii仁科力作えている

nl川 ]{4/2版'"褐色砂 1質は硬め

28 1川 !i4，/:)に j い誌褐色砂 1質'4検め令体に2(jの相い砂闘 iかrlE2- てる
!~ 1川 l{:l-:lf情褐色砂 i質は軟質注q，の小孔IJ."は水かRみIHている
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15. 0-

14. 0-

一一一~ー/

1 3. 0一一ー

層
名

E 

E 

IV 

V 

vl 

: : ・ .
宝 r

層 相 2己 畝

褐色砂賀土.耕作土. l'眉に漸移する.

褐色砂質土.I日耕作土.耕地造成のための盛り土.

褐色砂賀土.酸化鉄の沈着眉が下部に凝集し、この部分では
赤褐色を呈守る.また、部分によっては黒色を呈するが、基
本的には I、1.層同様の砂置土が主体である.

暗オリープ褐色シルト賀土.砂置土を主体として枯王が混じ
るが、両者の混和状態は均質であり、プロソク化しての混入
状態は観察されをい.

黒褐色シルト~粘土.費緑色砂質土プロ， 7(径100m前後)、
賛褐色粘質土(径10m.前後)を多く含む.中世陶器(珠樹系)

はこの層中に含まれる.下部では砂質土ブロックは合まれず、

賞褐色粘質土が細かな粒となって混じる.

黒褐色粘土.貰褐色土粒、概細な木炭f立を含むが全体に均質
でしまっている.縄文時代晩期直後の土器片、石器片が多く

含まれる層.植物遺在体も多く含まれる.

オリープ黒色粘土.保水性の強いグライ化した粘土.遺物は、
殆ど含まれていない.



第2節調会fの方法

いる。 検11¥し

実測図作成と

ついては湯上観察用のベルトを残して掘り進んでいる。遺構記録は主に

によっておこない、平面および土層断面を記録した。平面作図は方眼杭

を用いた簡易遣り おこなっている。 は、遺構検LU時の確認状況、断面形の覆土堆

造物出上状況、完掘状態というように精査の段階毎に撮彫をおこなっている。フィル

ムU: J~l; 本 ")\1 に 35mmのそノクロとリバーサルフィルムを用い、随時ネガカラーフィルムでの撮影

も加えた。また、追跡;遠景撮影にはブロニー版フィルムも用いている。

は、遺構内外出 1'，遺物の全点の出土位置を簡易遣り方測量で計測することとし、取り上

げJ111'1の通し書サで造物取り上げ台帳に記録した0

3 . 11¥土層位士遺構入 4.X座標、 5.Y 

日は l‘造物号、 2.出Lグリッ人

7.種目J"8.取り上げ月日、 9.

iヰであり、うち、

は同じく北への距離、 Z座標

号、出土グ 1) 'y ド

3節調査の経過

ら西への距離、 Y陪標

また、遺物の取り上げに際しでは、遺跡略号、

りj二人)jRをラベノレに記入している。

6月 1日より調査を開始する。調査12<:のメIJ払い作業から開始し、遺跡遠景写真撮影などもおこ

なう。 6)~ 2 E:I "J.ti当側斜面1-，半町出から*1=1制作業に若手する。この医域南部jの斜而に近い担IJで

1'，の厚さは薄〈、10cm前後で褐色の砂質士に到達する。表わIJからは現代の鉄釘、砥石や、縄

文施文土器の細)ずなどが山土するo6月4日、北西側斜面下平坦面の北側、水田に近い部分では

ること され まで耕作が及んでおり、そので



第3Itr 発掘調査の概要

現代の造物(ピニー が出土しているほか、須恵器片も少量出土する。 6月 5司、表土下の

は南から北に向かつて比高 1m前後で傾斜していることが確認される。また、この

褐色砂質 u隔で円形の 1--坑状のプランや、灰向色粘 L-_の広がりなどが確認されるが、これらはい
ずれも現代の耕作による撹乱痕跡であることが後日確認される。また、褐色砂質土上面から文久

永宝、揺鉢片など、近世の遺物が出土する。 6月15日、木目列点文、刷毛自痕、 3条以上の平行沈線

文のある土器が北西側斜面下平坦面で出土するo6月19日、基盤届と思われていた褐色砂質土中

から土師器片や縄文施文の土器片、石器片が出土し、この地点での包含層の成因が第 I郭郭面造

成時の排土流入であることが明らかになり、さらに掘り下げられることが確認された。6月25日、

北西側斜面下平均商での基穣眉(青灰色粘 iて層)までの掘り下げを、ほぽ全域にわたって終え、 6

月26日、調査区を南東側斜面下へ移動する。 7月2日、南東側斜面 Fの南端で表土r--]m前後の

箇所で青磁酒海道が出土する。さらに、 7月6日にはLB40区で珠洲系措鉢片、LB39区で査の破

片が出土するo7月13日、南東側斜面下の平坦面を掘り始める。珠洲系摺鉢片が出土するo7月15

日、一部の作業員を帯郭上回に移動し、その部分での粗堀作業を開始する。 7月初日、南東側斜面

下平埠面での基盤層上面も北西側斜面下平坦面の基盤崩と同じく、北側水田に近い部分では表

土から 1m前後の深さがあり、郭面からの斜面が緩くなりながら続いていることが確認された。

7月24日、南東側斜面上のLE41区を中心にした部分で、表土下2mに黒褐色粘仁層が検出され、

比較的まとまった量の縄文施文の護形土器、浅鉢形、童形土器の破片が1+1土する。 8月6日、

南東側斜面および斜面下での調査をほぼ終える。この区域でも北西側斜面下と同様に違構の検

出はなく、また、中世城館の付帯抱設の擁認もおこなえなかった。 8月7!ミi、帯郭上i主jの表土をほ

ぼ全面にわたって30'""-'40cmほど除く作業をほぼ終える。残存する帯郭の先端部分では表十下に

堅くしまった砂層(潟西層)が確認されているが、第 I郭本郭に近い但IJは全体に畿分軟質で

等が混じった土である。休暇明けに帯郭上面を横断する形で基盤届確認のためのトレンチをい

れることとする。 8月17日、帯郭上面を横断するようにほ のトレンチをいれ

るO トレンチには潟西暦を大きく掘り込んだ断面が現れ、第 I事13木郭に近い苦;郭上面を大きく

ませるような追構存在が確認される。 8月18日郭上面の土層観察出トレンチから出側をボ

リング棒によって探る。探査の結果、基盤層が帯状にうねることを確認し、数条の満:状の

あることが予測される。 8月日目、土層観察用トレンチから南側をトレンチに誼交する形でのベ

ルトを残して掘り始める。調査中に青磁碗t!f-"銭貨が出土する。 8月26日、若手郭上iliiの溝跡をほぼ

掘り上げ、 6条の溝跡が君複しであったことを確認オる。 8月27口、百奇跡の丙担iJ延長部、斜面に向

かつて曲折した部分で、溝跡を覆っていたのと向禄のやや軟質の砂質土に覆われた土坑を確認

し、掘りーとげる。 8月31U-.il詩E上自iの溝跡、土坑の実AIJ図作成作業を始め、 9n 5日までに作図
作業を終えるo 9 fJ 7日、 して調査を終える。

- 10 -



第 l節縄文時代後続問の遺物

4 の

今川の調査で出土したj毒物の帰属時期には大きく分けて、縄文時代に後続する時期、

代を中心とした IIJ・代、 11II~~，近世の四つの時期がある。調査区内でのそれらの分布をみると、

ある範囲をもって遍在する傾向が認められるものの、その されると

いうものではなく、それらは基本的に郭面からの転落選物と考えられる。ことに中世以前の遺

物については、後節の遺構に記すように、大規模な郭面の造成および作り替えの継続した

の結果、排土とともに流下したものが相当に上るものと考えられるO

第 1節縄文時代後続期の遺物

( 1 )土器

その特徴から縄文時代後続期としうる土器は、館のと自立遺跡第 I郭帯郭の東西両肩部分、す

なわちLE41区を中心にした南東側斜面中腹と、 LN42区を中心とした北西側斜面上部、および

北西斜面下平坦面のいっかく LR50区を中心とした広域、南東側斜面下平;坦面いっかくのKS42

を中心とした区域の、 4笛pfrで出土しているO 出土した土器には浅鉢、鉢、章、蓋、警があ

るが、器種によって遍在する傾向はない。また、出土土器はごく大まかに縄文時代直後の時期

と天王山式期に分けられるが、これらの間でも分布上の際だった差はなく、量的に少なし

山式期の i二器をみても調査区内に散在し、集中する傾向は認められない。

浅鉢形土器(第6図 1"-'第?図

浅鉢形土器には波状口縁のもの(1"-'4，8""""10，19)と平縁のもの(5-----7予11， 12ラ20，22)がある。

前者は1-'*最~体部が外反する傾向にあり [1縁部と体部とで屈曲する(1~4， 19)。後者は内笥tし

ながら立ち上がり、屈曲をもたない(5，11， 12，20，22)。体部には変形工字文(4，5，8，9，13，21)、

鋸歯状沈線文(6，7)および平行沈線文(10-----12，14'"'-' 16， 18)、謄消縄文(19，20)が施される。細い

描線で変形て字文、平行沈線を施す 1--器には器面調整に刷毛日を用いるもの(8ヲ9，1も15ヲ18)も

合まれ、壷形土器に特徴的な短沈線列を加える例(15，16)もある。また鹿消縄文を施す土器(19，

20)に関連して、文様借のドi坂を縦位の短沈線を満たした帯状文によって画する

る。他に全面iを刷毛目で覆った土器(22)があるO

鉢形土器(第 8 凶23~第 9 図

(17)もあ

鉢形土器には口縁以下体部ま に下りるもの (23~27， 34入口縁上端が屈li+l外傾して

(28"-'33)体部上半に膨らみをもつもの(28"'-'33，35，...__40)がある。前者は平縁であるが(23)、後

は波状口縁のもの(28)も含まれる。体部の文様は変形工字文(23-----25ヲ29，34，36"-'40)と、

11 



第 411;;: 調査の記録

)ilJiJ毛1==]

とし(28，反転させ

ものはなし、'0

(第91辺42，..._，第131豆198，第17図145，...__152) 

は縄文時代直後の時期におかれるもの(42'""98)と、交互束IJ突文(152)を特徴とす

るもの がある。
、、
)
 
;
 

る三七五山式期におかれるものとがある。

縄丈時代直後の護形土器には広口蛍形土器と '1 1間的な形態をノ];;すものは2~47) 、 u縁部と体

吉日の出に直立する室長部をもつもの 50，60)、ロ縁部が外反外{頃し!本部がその上半で膨らむも

の (51~59， 61~78， 83)、i二i縁がごく短く外傾するもの 84)、口縁の内傾するもの(82)

がある。仁i縁の形状は平縁のものが圧倒的に多いが、広口壷と中間的な形態を示すものは2~4

3，46，47)や、口縁全面を縄文;施文とするものは8)、直立する頚部をもつものはのに波状口縁の

ものがある。口唇部は縄文が施文されたり (60，64，..._，67， 70)、刷毛日工具の圧痕列(61， 84)、刻

日列(69，83)が施されたりするが、仁i縁部に縦位の届iJ毛日を施すものは(51'"'-'59)、仁i縁上端外

面に縄文を施文するものがあるものの、口唇部控fr面は丸みを帯びるか、薄手につくられるかし

ており、基本的にその上面への施文はない。体部はLR縄文を横行J:同転施文するものが大半で

あるが、斜{立の同Ij毛回調整を縄文施文白ijに加えたものもあり、縄文を欠く場合(83ラ84)もあるO

はi斗腎外鎖する口縁をもち、 u縁部文様頭部文様帯、体

部文様;出;の 3つの文様帯をもつことが特徴である(145，152)。口縁部文様には縄文地に 1，...._，

2条の沈線によって上向きの連弧文(145，や、波状文(152，が施され、頭部にも同じく

に2条の沈綜で弧線文を片jいた文禄(145ラや、同じく弧線文を組みわせ

消縄文(151"-'152)が描かれる。体部は 2，...__3条の上向きの連弧文ヲ 152)が施されるc

(第13図的~第161翠

は口頭部の外!メ外傾する広仁!のもの(99'"'-'108)、口縁部の短く直立するもの

無頚のもの(129)、頚部で狭まるものがある。広口壷は全て口頭部が無文であり、頭部と

体部のi習の屈曲部には平行沈線および刷毛臼仁具の連続圧痕文(木 1=1デiJ点文)を施すものが多し -¥0

は刷毛

両i尤線を加えるなどし

との「留に 2-----4 らし、

ガキ調整で;lgJ;文となるものなどがある。平行記椋には崩Ij三五回 J~呉の連続圧浜文が施される

があるが、これに代わって、棒状工具による連続刺突列を 3段に施すものもあるO

傘;Ff~ となるもの入台形となるもの 14 ，1) がある。台形のものではその上面および側

による文織を施している
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(事:1i主調ffク〕記鈷

グ“

。 10cm 

第7国縄文時代後続期の土器(2) 

第2表 縄文時代後続期の土器観察褒(2)
形制上の特徴 日唇部腕紋



事1節 付近支11手代後続開のj宣物

ハ刊b レiジ
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lOcm 

第8図 縄文時代後続期の土器(3)

第3表 縄文時代後続期の土器観察表(3) 
形市lLl:の特徴
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自国 縄文時it:f:麦続期的土器(5)

第5表 縄文時代後続期の土器観察表(5)
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立与 4章 調査の記録
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第13図 縄文時代後続期の土器(8)

縄文時代後続期の土器観察表(8)
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第1!~百 縄文時代後続期の造物

、.、S
F
(
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第14国 縄文時代後続期の土器(9)

第9表 縄文時代後続期の土器観察表(9) 

内 面 | 形制上の特徴 j口唇部施紋

樹立の 1ガキ調整が施される。 Iロ縁~里民部の外皮外傾する牽JfJ土器。他に比iなし。
ベ、IJ縁~頚邸までが長い。
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S関 縄文時代後続識の土器(13)

縄文時代議続期の土器観察表(13)

-25 -



第4章調?tの記録

J71 
j
 :
 

:
 

/

/

〆

門

i

，/
d

〆

'11ム

/
よ
ぷ〆一一一一一一一一一

F

h

 
___:llつ 己三{

第19思 縄文時代議続識の土器(14) 

縄文時代後続期の土器観察表(14) 



ヨqi布縄交If寺fU没続Jt)iの遺物

(2) l {i~ 

l'jijJJ'j ( 1 )の 1'，器に伴うと判断される石器には、石銭、 ;Ji獄、

あるまIjJ'J'，石絞およびl作製七斧、 [U["七があるc 出 1~位置はほぼ、前項 C 1 )の I-，('hの11けて仲ー胃

と烹なるが、字I~北河斜面下の平;坦面LIJ央でも数点出 L している

(江立11~4) 4}去が1L¥ "，している。有苓のもの 2点、柳杉のもの 2点であり、

いずれも虫色~灰ドーi色のw!f{あるいは硬を用いて製作されている。両面から丹念な押庄
>Jz !J IÈlm を施して系~iイの却l仁をおこなうが、 1，3，4では)十面Lj_l央に素材利片の主要剥離面の一部

が残されている。

錐 Gfi20関5~ 11) 7 がしている。黒色~灰色頁岩あるいは黄白色弱揺を用いて

製作されている。 1人iilは本体部分から錐部にかけて両面からの抑圧剥離で丹念な整形をおこなっ

て製作されているが、他の 6 点は縦長あるいは一端の尖った~~!J片を素材として、錐部先端に片

lfIiのみの剥離を加えて製作されている。

(第20図12• 13、第211克14• 15) 4 点が出土している。縦恕 1 点、横~JQ2点および横

型{i匙の撮部分の破}-'t1 である。灰~黒色の頁岩を使月3し、撮部は両面から、刃となる部分

はおもにJ'!l'tJiからの加[を施している。

(第21関16，----19) 4 /L¥十ーしている。 るし 3は

手の縦長剥片を使用し、その側縁および端部に雨出1からの加工を施して刃部に作り上げている。

石箆(第21図20窃 21) 2 }誌が出土している。灰白色~黄白色の頁岩製の肉厚な求!J片を素材

として用い、主としてその背面に加工を施して整形している。

二次加 rある剥j十(第22関22~~第(2/11可，13) 灰(1色~陪灰色の頁製ま!J片を素材とし、その

一部に)J[→仁仁を施したり、素材のi証言面を'i:J=lC 離で加工した石器22点が1+¥土しているO 中には摂

)1ラ壬i器とし得るような例や、ftTliilii加工石需からとられたん形の剥片も合まれている。

石妓(第24図 5 点が H:\土している。し寸ぶれも!火FI，~県戸iの臼去ない

の石核であり、小形の求!J片が剥離されている。 45~48は最終段階までまIJ離された石核である O

2 }支が出"，している。 49は便宜の緑色凝灰岩、 50

あるo t i-9どれも器体中央部から基部を失った折損121である。 49は使用による損耗と刃部再生の

結巣、刃i誌がj白:線的なものとなっている。

iり石(第25図 1 が確認された。泥岩製の偏平機片面に 3筒所の刊Iみが認められる。

l波i析丘くの 1i三IliJiーが主主もj楽く十たれている f また、 し、さらに世l

みのある面と反対側に被熱による煤状の炭化物の腹話が認められる
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第1節縄文時代後続期の遺物

第15表 出土石器観察表(1 ) 

鴎号 グリッド 種 ).lIJ 1硯 察

LN42 石鍬 灰白色経頚頁岩。有率一咽(平坦になるか 10 

2 LN41 石鍬 灰色真紅有議コ一面(平坦になるかに謝料臨認を残れ器包材民

3 LN42 石鉱 灰白色賞品概罰~艦隊為一面の地ffijfご謝オ繍菌を残す。

4 L042 石鉱 黒色廷讃宜晶拶関1み3国断換

5 MB4 7石錐 黒色白:'50W闘出荷(噺f長L擬到Eから鋭部こかけての間関艇を両面rpらJJUIして盟oい針i部を作り出9-0

6 LS50 石錐 灰倍宝買頁私議l貯の一部(右下仮|脚おを手1聞い右側鯛sIJf:JJ、さな鋭部を作り出す。糊31揃 s

7 LR50 石錐 資自回総打面rRJjIこ礁絞面を残持l目指南に!顕官'"らの力区割臨して術s剖乍f)出し住吉品加]]jJ随ID7Pらのみに1I良られる。

8 LO<11 石錐
主忠告主臨， ÍÍÎ閣箇を多く合之宮併であり、贈号l犬{こ1J[[[2'1.1，た碕ii，耕一の一方をす珊した後、開織と~ì拘に交わる側縁表裏箇

!こ次b口ヨ:をiJiliして持fii却を{初出す3

9 表採 石錐
掬卦色薦議3針館副}.治拡?t:弱品イゴ下縁を1fiifJTし、折腕涼と2仇 l二交わるi誌の，)J範的11ょう〉ら南部こ[斗けて二次)J凶:を泊して、打函反対倒IJ
に持品詰佳作り出した荷ii，

10 LP47 石鋭 「天白色知盃~ 、.， 針伐1*1犬に力回二した国~

11 L042 石錐
期支色頁岩b 留置B~切除味I>>~-の刊朝lこ半日副知]二を』おして縮問作り出してし、る。力泊二l社倒附llJで(井監砂ら臨罰に向けて、右

側l蹴sJlC'は中央を脳宣t'pら南部こloJけて、下荷役J簡重から踊買に向けて加こしている。

12 LD41 石匙 灰白色頁岩b縦聖母ゆ縮問皮!午。謝料打勘J浦和こ残り、て iNuに宮岡町 FりE口Jてしも。

1 1 Q LS51 ヱ日コ且目ト
灰白陸態調岩b縦担。&索材の打面倒こf儲官恒受ける。細islJ旧二l主主調めj)l，邸こっし、ては素材踊部lllC'もなされるものの、本

{柑扮でぽ品酬に15艮られる。

14 MC45 石匙
黒色活費酷b 模事醍L 脳酔らギ!償|械にかけて樹君I~叫鞠廷WJ残る。搬限びL凶家尚毎朝粧の』瓜下縁は耕の背面の

みの'1JIJL，謝料打面は捕鯨不能

15 LM42 石匙
認定だ髭査時号。素材京i防局家を撒佐tJ.求i蹴lこよって掴[::;し、その持組問IJI;::ji都を作り出土己繍削乍り出しは左倒IJ岬誼とも、

右側は主に髄Eから踊m(:::向かって広域l員!陪胞してL喝。右隅Ij)j鍾鼠吟箭前、崎Ij罰則l在している。

16 LE41 掻苦言
晴天記長島 i溺発箇を笈ず税問、1引の仮l緑及ひ:和市{認殴印Ul江砧をして石~としてl\，{S。京阪gj泊[[[I i:{í倒i隠併話齢三らl愛国こ向けて、

左側首長は髄宣約三ら背骨、引けて、抽出(件描躍笛ともi訪山二してフ]/}s剖

17 L042 掻-6~ 灰白倍穆話L 叫 L円，~ ‘3毛00

自由母語L趨議|肘の一色官に加[を}jをして刃部剖乍り出してL句。市sの瓶仁{主素材。コ蜘前郎幹ら=自酬に向け甘7われており、基

18 L043 掻器 音s側の倒l隠(素材立当面ifl倣芳品。IIJ)(こも組L号、11説的手1][1えられてl唱。潮時l説教
偵を扮装されてし、る。

19 LE41 掻器
~~指由理頂特コ剖Jli蹴及。南市lこ京協自油田:を漉して所lí剖'Jr:り出してし喝。右傾i隠崎舗面〆そのままに浅さ札又ゐ素材の打函

も残されてし句。

20 ?νm48 石箆 9泊色頁岩b 肉与脅迫主味l貯を耕とし、そ江浦1TI1二諮r~ぬための長l民ftを胞す。月臨側lこIj力回二を施さなし、3

21 LB40 石箆
期{色貞治o~デの議長長l院を素材といその背面こ主主7[如)JIL[を施すご l民間i和問附おこも朝日Tよ季IJ割位向湾都江lこ泊されるが、中

タ皆目までは及んでいな"0

22 LN42 ニ次加二i二基IJ片 灰色良品向E互のまi>>~尚南笛ともlこ粗く大きなまi踏をJjlJえた知鼠献活~i5VJ鵡叫つ素材の間犬{討さく変えられている。

23 L042 ，次加工最Jj九四 晴天笠活費貰私素材家1>>1-の'iili回号制L病院ffによって1JI正した碕主主 -fll同日てlこ叶脚ーrbh+)れているつ

24 MA46 ニ次加工議IJ片 崎支色詑頁臨河樹J出こよる*llliJ叶î[:tJ;jj\ 1断的制_1画 LT-淵に残される。樹fヌh{~つ

25 LQ49 ;欠力目玉剥!l 灰色民主主b 肉lJl'の~討をml..\回忌jからf郎、話料佐穂Lcl，句。 :作り出されてl¥.!)。

26 LS51 てi欠加l工拳1]片
灰色主主志鶴姻を残す求I~を謝といその---fR1)%淵{こ手抗)]釦mCjj\lJ説法lJUえて刃部剖'i=り出す。索対併せrJj，の倒IJ縁は無JJ日

じ‘ L ヲ

27 ! Ll<HO }次加二UJH]片|灰白眼也肉デ剥ぢ -j市背面目1](こ2面白将補持h比えた行為持4りrJ両立残さ1.1る。

二次加」二議IJJ十
灰白色頁完3向調1札口ぷ1>>社系対とし、その刊捌lこ脊町らぎ組二欄iを}J民τ、支払矧乍りだした出忌素材のず]窃はそのま

まに残さt1るυ

29 ILE41 コヤ力日下昔II~ 虫色琵説肉!顎11>>"1ーの手府出ll]i:JliMにユ大IJIJ]二を織しt:_J.._!匙諦 VJlJ叫 J 日

30 I LS49 !ーバ，1111下景111"，
以白色主主私上回必捗]厚司王ゑ1>>"1の岡仮眠及じ不誠二郎、コJゴUl江を総丸町uli嬬(jJ鼠illfJ'ら務部lこ|司かつて、T-i緩師範ifJユらと腹部
からとのh田コ0"-元資づ、つ』をされる。れ閣は残される。

31 L子J42二次JJD工景I]Jで「l硝ト黒包階Q ~主将時i針のドヤ剖服した司九;峨11蜘叩脚iJJ認められる。

32 LH49 二次加工剥片
黒色E王者コ[主将明I~めず':ífillJiこ報開llþからのH躍で大きなす弓閥会作り出し、そこを打面として革開封極lHIJに施したわ誌背面側

のJJI圧も右肩の突蹄|切}I炊き時l民l闘をなす。謝状JfJ面を残す。

33 し日41 次加工剥片 !及賠酷G CLJU口伊 」凶!駒'rilこコ欠1Jln:'1¥J>>'i-JJI1l}J植されるn 耕州昨iílì州市哲凶[~'.ß

3，1 IMB47 /T'nf 景111ヰ 同時コ 山 ILを施した石r.:t

35 ILF42 二次加工まIJ片 灰也sや民品剖]lJ婦上回にi郊f断接持的I(初摘出さ羽れt1y，てセいνる必。r
11';;;:.1;lli1 以 iJILlJ;J:;{i倒|鯛wliii{有1[<崎酔εめる札報部日IJcも右側縁

36 LR48 二次加工まIJ!-¥-灰色主著D 打面を残す縦長まIR'の両仮!挺l非嫡ifpら1I緩怠に向IJ'ってj基続したIJ示l民ffを砲丸子持制)1]1;1ま澗?されている。

幸司天色頁岩己打衝を残吋税l議1>>十の糊l紡~，らJ!jおにかけて三ì)dJI正を泌す。五!日腕羽i鎚冊、ら手跡lこ向けて、機殖を残す右側縁
37 ! KS42二次加工ゑ1]片 岬事掛

38 I LE41 次加工剥}什i 黒~灰田笠宮::6-0 両側蹄説集楚思残才縦長訓-\-，ζフメdJ日 rを備す;tdll嗣'fiiJlま1経iïfpら臨副:[êi口かつて比較時Ji~議(踏肱包L
-V''''"~-''H' I .(:i{lll隔はj防主主れら南部こ向かつて事IlめJ諒1隣石室続して臆してL句。二約樹立抑節されてし喝。

-33 



第4章調査の記録

第16表 出土石器観察表(2)

留番号 グリッド 種 Eリ 観 察

39 LD41 二次加工剥片
灰色珪岩。磯皮面を残した縦長剥片の側縁に細部加工を施した石~加工は左仮|般の腹面に顕著であるが、右側縁背面側下端近くに
も織されている。素材の打面を残す。

40 LM42 二次加工まIJ片 灰~黄灰色頁岩。末端に穣皮面を残す横長剥片の打面右側の縁に背面、腹面ともに加工を施す。背街側の加工は連続した剥離。

41 LR49 二次加工最IJ片 暗灰色頁岩。打面側を折り取った肉厚剥片の腹面側に細かな連続剥離を加えた石器。

42 LN43 二次加工最IJ片 灰色頁岩。下端から左側縁にかけて礁皮面を残す剥片の打箇側を折断し、その折断面に背面倒からの細部加工を施している。

43 KS40 二次加工剥片
灰色頁岩。両面加工石器の自IJ縁から加撃してとられた最IJ片。 I二下端には石核の裏面倒か残されるo背面に残された先行革IJ離面から剥
片がとられた石核は円幾状のものと後定されるG

44 MC48 石核
灰色頁岩。若IJ片の剥離は石核の1m潤から行われているが、ことに左側縁(;t両面からの錯向する剥離によって小形の剥片がとられてい
る。

45 LD41 石核 黒色珪質頁岩。傑皮面残さず。

46 LE42 石核 灰~暗灰色瑳質頁岩。磯皮面を残す。

47 LD41 石核 婿灰色頁岩。磯皮商残す。

48 MG49 石核 灰~灰白色護質頁宕。磯皮面残す。
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第2節古代の遺物

第2節古代の遺物

( 1 )土器

須恵器

器種は羽"¥.護であるO

<杯>(第26図1• 2) 

1は体部から底部にかけての小破片であり、底部の切り離しは回転へラ切りである。

2も底部の破片であり、底辺に沿って高台がついている。底部の切り離しは回転へラ切りで高

台周辺にナデが施されているO

<護>(第26図3r-.-12) 

器形は判然としないが、中形あるいは大形の護の胴部破片と推定されるO

ここでは器の表面および内面にみとめられる器面調整痕によって分類した。

a 表面には横および斜め方向の平行直線状の叩き目、内面に斜めあるいは同心円状の当て
(設 1)

具痕がみられるo 3は胴部上位の破片であり、 4• 5 • 6は1同部中位の破片である。なお 6の

平行直線状叩き自には、直交する木目痕がみえる。

b:表面には斜め方向の平行直線状の叩き目、内面は刷毛臼状の調整痕がみられるo 7は胴

部上位の破片である。

c 表面には斜め方向の平行直線状の叩き自を交差させており、内面は幾分出凸がみられる

が、ナデ調整されている。 8は服部上位の破片で、ある。平行直線状叩き自には、直交する木目

がみられる。

d :表面には斜め方向の平行直線状の叩き自が見られ、叩き自の方向をかえて綾杉状あるい

は格子状にしているO 内面はナデ調整されている。 9 • 10は服部中位の破片であるO

f :表面に細かい格子状の叩き自が、内面には向心円状の当て呉痕がみられるo 11は丸底を

呈する底部の破片と思われるO

g:表面には細かい格子状の叩き目がみられるが、内面は指ナデ調整されている。 12も丸底

を呈する底部の破片とみられる。
(設 2) 

以上須恵器杯及び、護については、 8世紀後半から 9世紀代の年代が推定されるO

(註1)4・5・10の断面がいずれも摩られており、破片を砥石に転用したと思われる。
(註2)小松正夫『第18回古代城柵官衝遺跡検討会資料一秋田城跡とその周辺地域の土器様相Jを参考にし、

杯については体部がやや丸みをもつこと、高台にナデ調整がされていることから、 8世紀後半の年代を想

定した。護類はし、ずれも胸部の一部であり、器面調整に際だった特徴がみられないことから杯の年代とほ

ぼ同時期と想定した。
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第3節 中世の遺構と遺物
( 1 )検出遺構

~1 :3 ilii 中11tの遺構と造物

館の上館遺跡第 I郭北端の帯郭部分で、溝跡6条と、土坑l基を確認した。溝跡は北側から

SD10、SDll、SD12、SD13、SD14、SD15とし、土坑についてはSK01の番号をふり当てた。

調査以前、この帯郭部分は館の上館第 I郭から突きだした狭小な平坦部として見ていたが、

調査の結果、上記の溝跡が第 I郭外縁からJI[員次内側に向かつて作り替えられ、城舘の廃絶とと

もに埋没した結果、狭い平坦面として残されたものであることが確認された。

重複する溝跡の関係は、 SDlO----SD14までは溝跡本体に切り合い関係が確認され、そのJI債に

新しい。また、 SD15については直接の切り合い関係はなかったものの、溝の構築を考慮すれ

ば溝跡中で最も新しいものと判断された。また、溝跡の北側にはごく狭い平坦部があり、溝跡

同様に郭面造成に伴って形成されたことが推測されたが、 上回での遺構確認、はなかった。

SD10 

帯郭上面の最も外側を巡る。基底面での幅1.3m、確認面からの深さ0.65mを測る。南側に

沿ってSDllが重複しており上面l隔は不明であるが、 ら僅かに残る立ち上がりの延長

で復元すればおそらく 3m前後の幅はあったであろう。断面形は偏平な逆台形を呈する。 溝跡

の東側延長は帯郭の付け根に沿って轡曲するが、一部屈曲する部分もある。また、調査区の東

端近くではSD14から屈曲して斜面へ向かう溝跡によって切られている。西側延長はSK01のさ

らに西側の段状に巡る平坦面へと連続するO

SD11 

SD10に重複してその南側を巡る。基底面で、のi福O.9m、確認面からの深さO.6mを測る。南側の

縁をSD12によって切られているが、基底面の立ち上がりから i二面i幅は2.5m前後に復元される。

断面形はSD10同様、偏平な逆台形を呈する。SD11はSD10にほぼ沿うように巡り、講の掘り方の

につくられている はSDI0の掘り方をほぼそのまま利用している白

SD12 

SD11の南側を巡る溝跡。西側のほとんどがSD13に切られており、東側部分のみの確認であ

るG 基底面での幅1.1m、確認面からの深さ0β皿、上面l福1.6mを測る。断面形は逆台形を呈す

るが、君側に向かうに従いSD10、SDll同棟、偏平な逆台形に移行するO

SD13 

SD12の南側を巡る溝跡。西側ではSD12の掘り方をそのまま使ってつくられており、また東

端部はSD14にその大半を切られている。基底面でのl隔O.94m、確認面からの深さ1.06m、南側

lこSD14が重なるが、基底面からの立ち上がりで復元できる上面幅は2.1m前後と推定される。

断面形は逆台形を呈する。溝の延長西端は屈曲して斜面へ向い、さらにそれを越えて段状の平

-~n -
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坦部へも続いているO

SD14 

SD13の南側を巡る溝跡。重複し合う溝跡5条のうちでは最も南側を巡る。基底面で、の幅O.9m、
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幣郭上面溝跡土廃註記

S D 10 1 10YR5/8黄褐色砂こと質は硬いが脆い。微細な植物根が多く、 10YR6/8明策褐色の砂質土と全体に混じりあい、2.5Y5/6黄褐色

の粗い砂質土も小さな塊状で混入しているo

2 10YR5/6黄褐色砂土質は硬くしまっている。小さな粘土塊が全体に混じっている。

3 10YR5/6黄褐色砂 8DI0の2とほぼ向じ土質だがわずかに青1球が強L、

S Dll 1 10YR5/6黄褐色砂土質はやわらかく脆L、植物根が多い。

2 10YR5/8黄褐色砂土質は軟質で植物根が多い。10YR6/8明褐色の砂質土と混じっている。

3 10YアR5/6黄褐色砂土質は軟質で縞物娘が多い 2.5Y7/4浅黄色の塊状の砂質土や10YR5/6!l竜褐色の粒状の粘質土などが全体

に混じっている。

4 10YR5/6黄褐色砂土質は軟質で植物根が少しみられる。粘質土が多く混入している。

5 10YR3/3暗褐色シルト土質は軟質。10YR5/6黄褐色の砂質土が少し混じっているO

6 10YR5/6黄褐色砂土質は8D11の4とほぼ同じだが粘質土の黄味が強い。積物根が少しみられる。

7 10YR5/6賞褐色砂土質は軟質。粒状の粘質土が多く混入している。2.5Y4/6オ1)ーブ褐色の砂も塊状で多く混じるため、8D1]の

6よりわずかに青味が強い。

8 10YR5/6黄褐色砂土質は8D11の?とほぼ同じだが2.5Y4/6オリーフ掲色の砂より粘質二七の方が混入率が高い為、幾分赤みがかっ

ている。植物線が少しみられる。

9 2.5Y4/6オリーブ砂土質は軟質。10YR4/6褐色の粘質土の粒が全体にちらばり、10YR6/8明黄褐色の脆い砂質土も少し混じっ

ている。

S D12 1 10YR5/6黄褐色砂土質は硬質。微粉な縞物根が多い。10YR6/8明褐色の砂質土も少し混じっている。

2 10YR4/6褐色 砂土質は硬質。10YR5/6黄掲色の粘土が全体に細かくちらばり、10YR5/8黄褐色の妙質土が帯状で泌じって

いる。

3 10YR5/6黄褐色砂土質は硬質。7.5YR5/6明褐色の粘質土が全体に大震にちらばっている。10YR4/4オリーブ褐色の砂質土が

;泌で少鼠;混入している。

4 10YR4/6褐色 砂土質は硬質。10YR5/6黄褐色と10YR4/31こぶい黄褐色のす占質土が層状に混じっている。

5 10YR4/6褐色 砂土質は硬質。全体に不均質で、7.5YR5/41こぶい褐色の粘質土と、2.5Y4/5オ1)ーブ掲色の砂質ニi二とが人り混
じっている。途中、7.5YR5/8明褐色の砂質土の塊が入っている。

S D13 1 10YR5/6黄褐色砂土質はかたいが脆L、。植物根はほとんど見られない。

2 10YR3/3暗褐色シルト土質はやわらかい。層の半ばまではSD13の1とほとんど同じ土質。

3 10YR5/6策褐色砂土質は軟質。N1.5/0黒色の砂質土の小さな粒がまばらに散っている。7.5YR5/6明褐色の粘質土が多く、2.5Y

4/6オリーブ褐色の砂質土と混じりあっている。

4 10YR5/6黄褐色砂土質は軟質。2.5Y4/6オリーブ褐色の砂質土が少し塊状で混じっている。

5 10YR5/勺黄褐色砂植物根の多い部分は土質がやわらかい。10YR2/3黒褐色のシルトが小さな粒でまばらに散らばり、7.5Y5/6

の粘質土と2.5Y4/6の砂質土とが入り混じっている。7.5YR5/8の砂質土も小さい砂の塊で若干盤存在する。

6 lOYR5/6黄褐色砂土質は8D13の5とほとんどi司じだが、わずかに2.5YR4/6の砂質土の占める割合が大きl'oN1.5/0の小さな
粒も見られる。植物根が多い。

第諸国帯郭上菌溝跡土層断盟国
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7 10YR4/6褐色 砂土質は8D13の8とほとんど同じだが、7.5Y5/6の粘質土の占める割合がわずかに大きい。2.5Y4/6の1沙質土

が大きな塊状てγ見入している。植物根多し。

8 10YR4/6褐色 砂土質は8D13の7とほとんど同じだが、7.5Y5/6の粘質土の占める割合が幾分小さ L、。白色粉状の良化石が全

体にちらばっている Q

9 lOYR4/6褐色 砂土質硬くしまっている。10YR4/31こぶい黄褐色のシルトが混じっている。8D13の8より青味の強い土色であ

る。微細な植物根あり。

10 10Y日5/6~竜褐色砂土質は硬くしまっている。10YR3/2黒褐色のシルトの粒が見られる。

11 10YR4/6褐色 砂土質はやわらかく、微細な植物根がある。8D13のBとほぼ同じ土色。

S D14 1 10YR4/4褐色 砂~シルト質土。軟質で脆い。植物根の多い表土属。

2 10YR6/6明黄褐色砂質土比較的ょくしまる。白色粒(貝類の遺存体)が多く混じる。植物の混入は 1層に比べ少ない。

3 10iアR6/8明策褐色硬くしまった砂質二!こ。 2扇よりも犯いロ

4 10YR4/6褐色 砂~シノレト質土。比較的ょくしまっている。砂質土をベースとして硲褐色の粘土ブロッケを混入する。

5 10YR5/6黄褐色砂質土性状は4層lこ近いが、粘土ブロ yクはより縮かなものである。

6 10YR5/6黄褐色砂賓土軟質で脆L、。粘土ブロックが紛かくおよそ半分の函積書IJ合で混じる。

7 10YR4/6褐色 砂質土比絞的硬くしまった土。青味がかった砂質土が主体で、下部に縄色粘土フdロックを混入。

8 10YR4/4褐色 砂~シルト質土やや軟質。脅味がかった砂をベースとし、粘土ブロック、黒褐色シルト質土を混入。

9 10YR5/6黄褐色砂質土比較的しまる。粘土7'ロックの混入は小議。

10 10YR5/8黄褐色砂質土軟質。粘土7'ロックが半盤以上混入。黒褐色シルト t部に少量混じるO
11 10YR6/8明策褐色砂~シルト質土比較的ょくしまっている。粘土フψロ tソクが2~/3以 t浪人。

12 10YR4/6褐色 ftT質土青味がかった砂を主体とし、粘土フロックの混入はほとんどなし、。軟質。

13 10YR4/6褐色 シルト質比較的しまっている。粘土ブロック、黒褐色シルト、青味がかった砂がほぼ等量つ‘つ混じる

※青!床がかった砂(オリーブ褐色の砂)、砂質土J二部の粘土扇由来の策褐色粘土ブロック、それに少震の黒褐色シルトが少しつつ浪人割

合を変えて堆積する。

SD15 1 10YR4/6褐色 砂~シルト質土軟質で脆い。植物扱の多い表土層。

2 10YR3/4階褐色シルト質土比較的しまっている。1建物根多い。
3 10YR6/8明黄褐色砂~シルト質土ょくしまってしる。白色位、砂フロックを含む。

4 10YR5/6賛褐色砂~シルト質土軟質。

5 10YR5/6~竜褐色粘土~シルト質土比較的ょくしまる。粘土ブロックの混入割合半量以上。

6 10YR4/6褐色 砂~シルト質土 きわめて硬くしまっている。粘土極小ブロックが砂質土中に浪人。一時的な生活面を示すかっ

7 10YR5/8策褐色砂~シルト質土比較的硬くしまる。粘土ブロックが半量稜混入。

8 10YR4/4褐色 砂質土 干し務員僅かにあって軟質。粘土ブロックが少量混じる。

9 10YR5/6黄褐色 シルト~粘土比較的硬くしまる。粘土ブロッケの混入割合多く 2/3以J:o
10 10YR5/6黄褐色砂~シルト 軟質粘土ブロッウが細かく 1/2以下で浪人c

11 10YH4/6褐色 砂比較的ょくしまるO 粘土ブロックの浪人な L.Q
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確認面からの深さ0.96m、 をiWJる。 1新!台iJ[ラは8D13とほぼ同誌の逆fi形をする。

8D14西端は様、出Etilして斜而へI(付〉っており、さらに同{WJの段状の、v坦l白jへも続いて
いる。また、東端でも!白山して斜面へ向かう部介が慌認された。西端の屈曲部は花;郭IJLj行部分

る8K01と

8D15 

プム、
Q IJ丸、

きなかった。

るように8K01は本来上自ト あったと考えられ、その

8D14の南側を巡る溝跡。西端は8D14の西端屈曲部に連結しており、それより先は8D14の掘

り方に重なる。 8D14の連結部溝底には1.4x1.1田、深さ0.2mの土坑状の掘り込みがある。 8D

15の南側は現在残る第 I郭からの急崖に連続するO

8K01 (第29図、第30図)

帯郭上回西肩部分、8D14の屈曲部分に重なる位置にある。斜面に向いた側に幅 1m、長さ0.7

由、深さ0.15mの入日が付台、入口側の壁および両側壁が直線、奥壁は円弧となってまわる。

Sp.A 
H;21.()()Om 

η ，、
ム u

3 a 

第30国 SKOl土坑断商問

~12 -

sp.s rJU側壁間は2.6m、人口側の

一一一一一樫と最奥部との間は2.7m、

確認雨iからの深さ 2mを測り、

人口部分との間には0.25mの

差がある。遺構内の埋土は褐

色~黄褐色の砂質土によって

占められてり、基本I~I~ に地 111

土の崩落上である。逮捕外か

らの流入土は極端に少なく、

下層 をなす暗褐色土

と埋没[1]に砂質土ブロックを

き込んで流入した11音褐色土

に限られる。このことから、

の jて舌jsが閉口

していたものではなく、天井

もった掘り抜き式の地下

あったと判l抗される。

との関係では、少なくと

も本土坑の埋没後に8D14が

されたような痕跡
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されず、おそらく は持めて近い時期に常まれていたものであろうと推測される。

( 2 )土器 e陶磁器

τ土7
戸n:::- ;;0 
!~2. 

、
れ
け
ノ よ ら第 2節 とは5]1j

に分類した。

(第31図1，..___ 9) 

1の査をのぞいた他は、破片であるため壷か警かの器形の判断ができない。

lは器面にi停車櫨水挽き痕が残り、特に内面において線状痕として顕著に残っている。器面の

さは上下で 5rnrn前後の差がある。

そのほかの破片については、器の表面と内面にみとめられる調整痕で分類した。

a 表由および内面に擁櫨水挽き痕だけがみられる。 2• 3は服部下半の破片である。

b:表面には横方向の平行直線状のnpき目、内面には円形に凹む当て貝痕がみられる。 4は胸

部上半の破片であるO

c 表面の調整はナデだけであり、内部には円形に凹む当て呉痕がみられる。 5は胴部I:IJ位の

lvJzH-と思われる。

d:表面には斜め方向の平行睦線状の叩き日が施されている。内面は幾分凹んでいるが、ナデ

されている。 6• 7は服部下半の破片である。

e 表雨には横方向に行直線状の叩き臼がみられるが、内面は平滑にミガキ調繋されているO

8は平底の底部破片であり、底面もミガキ調整されている。 9も底部破片であり、切り離しは

静止糸切りである。表面は11嘘ilW長調整痕がのこり、内面はすられ平滑である。

く揺鉢>C第321盟1"-'7、第33図8，..，_，14)

仁i縁部と{本部、低音15の破片ーであるO

いずれも器表面は轍櫨水挽きで調整され、内面には櫛状の工具でひかれた卸し匠がみられるo

1 --7は仁i唇内側が斜めに面取りされており、そこに櫛目波状文が施されている。その

の~は:3 crn前後の掠問をあけて点Ij し日がすきまなく ~l かれている。卸し日の íl屈は 2 ，..，，_， 3 crnである。

8 '""13は体部破片である。 8は一条のi隔が3cmて主fl し日の間隔があいているが、他の吉 ~~13
( 

して詰まっている。 12.13は底辺部に近く、使用によって内面が平滑にすられてい

14は)底部被片であり、底部の切り離しは静止糸切りで、内面は使用によって平滑にすられて

いるG

く鉢>C第33図15)
内外に!糠櫨水挽きの痕跡がみられる。 F}~側に卸し日はなし ìO 15は休部破片である。
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以上の須恵器系陶器の壷.~霊. f雷鉢@鉢は珠洲焼きの年代と対応させて15世紀後半頃と

される。

<手あぶり>(第33図16)

る素焼きの土器で口縁部の破片である。 には蓮弁状の、口頭部には算木状

の帯がめぐる。

は中世城館の出土{ダIJと対応させて16• 17世紀頃と推定されるO

輸入陶磁器

<碗>(第34図1'"'-5 ) 

いずれも中国産の青磁破片であり、灰色の素地に薄く勅薬がかかる。それぞれの勅薬の色は

lと5が苔色、 2• 3 • 4が山葵色を呈している。

lは{本部の破片であり、 2'"'-5 のついた底部破片であるo 1の表面には、蓮弁文がみ

られる。 5の内側見込みに文様が見られるが、形状は判然、としない。な は垂直に立ち上

がり内側を削っている。

<皿>(第34図6)

の内側には紬薬が施されていない。

あるが、灰かぶりにより透明度の高し、発色をしていな ~)o 高台がやや内側に

人りこんでおり、内面体部上位には筋状の錨文がみられるO

くj酉海壷>(第34図7) 

あり、灰色の素地に1.5mmの厚さで、淡水色を呈する粒薬がかかり、貫入がみ

える。議と身からなる ほうであり、広 と体部の披片であるとみられ

る。打縁部 にさらに内外側から面取り aしているO 底部は欠損しているが、

となっている。なお体部には縦方向に縞文がはいる。

以上の碗 a皿は中国明代の15世紀に製作年代が推定され、 1ては14佐紀の製ド

代が推定される。

施和i陶器

く小皿(第34f辺8 • 9) 

素地は灰色で口唇部内側に薄緑色の紬薬がかかっている。口縁部が短く斜めに外傾し、

端部が外反する端反!日[である。 9は底部に|叶転糸切りによる切り離しの痕跡が残る。

く釘]し(第34図10)

44 -



電易

第，1節近肢の造物

素地は灰色で仁i縁部内外に苔色の粕柴がかかっている。内側底面に卸し目がみられる。卸し

Idは一定の|福をもっ櫛状のものを引いたのちに、俸状のものをìJ l~ì て交差させたものである。

底部の切り離しは向転糸切りである。

く茶碗>(第34凶12)

素地は灰色で、漆黒の希II薬が内面全体に、タト面{本部 i二(17:(こかかっている。

他に第3415<111 は内外雨-に黄褐色の事11薬がかかるが、 6~額が不明のものである。

以上の小1lll"主IJLUU ・茶碗破片の産地は瀬戸で、 15世紀代の年代が推定されるO

( 3 )銭貨

<銭貨>(第35図10& 11) 

10は筆書体で宣和通賓と判読できる。量日は2.47gである。

11は築書体で皇宋通賓と判読できるO 量百は2.81gであるO

第4節近世の遺物

( 1 )陶磁器

施紬i淘

<鉢>(第34図13)

内外共に!天褐色の粕薬がかかっているが、内面は白い粘薬による波状の流しがけがみられる。

鉢の産地は!吉津で18世紀代の年代が推定される。

染付俄器

したもので、茶碗@血@鉢に大別で、きる。

<茶碗>(第35図1"-' 5 ) 

1"-'3は日縁部の破片であり、 4• 5は体部および底部の破片であるO 文|蒙は 1• 2の網目の

ものと、 4• 5の植物.Lll水にわかれる。

く丸皿(第351当16• 7) 

7は口廷に比して小さい高台がつく。文様は内面の

また内側見込みにgrとの目剥ぎの痕跡がのこっている。 6

に線描だけである。

きく、内面には山水文がえ

がかれている。

く鉢>， (第35図8" 9) 

8は口縁部の破片であり、

経文繕がわずかにみえる。

内側に帯状の文様帯がある。 9は底部破)午であり、内側に

に
け
A
1
1
 



第 4_~ 調査の記諒

丸出の産地は伊万里で、 17世紀中頃の年代が推定されるO その他の磁の産地は不明であり、

年代は18世紀以降と推定される。

( 2 ) 

、量!=-:lは2.86gである。
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第4節近世の遺物
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第4章調査の記録
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第1節縄文時代後続期の土器群について

第 5章まとめ

第 l節縄文時代後続期の土器群について

第4章第1節(1 )に記した土器群は、壷形土器における刷毛日工具の連続圧痕文などの特

徴から、いわゆる「遠賀川系土器」を含む土器群である。近年、秋田県内のこの種の土器群を

出土する遺跡については、日本権沿岸経路を重視した上での東北弥生時代社会最古集落とまで
(設 9) 

言われるようになっている。

確かに、東北地方北部地域にあって本遺跡の位置する八郎潟沿岸部は、籾痕土器を検出した

井川町新開通説ゃ、男鹿市三十メIj1逼断、炭化米を出土した若美町横長根A通説を擁し、早く

に初期稲作の伝わった地域であるO 本遺跡の西約 1kmに位寵する家の上遺跡でも籾痕土器が確

認されて示玄。しかしながら、このような稲作痕跡の一面のみでこの地域を含む東北北部縄文

時代終末期後の社会を評価し、その文化内容を律することは、前代からの伝統のもと、より北

方の地域との関係も併せて培われる該地域先史社会の多様性を覆ってしまうことになりかねな

い。特に重要なのはそうした評価がある閉鎖空間を仮想することで可能となることである。そ

もそも、 「遠賀川系土器」の名そのものが初期稲作の代名詞のようなもので、開放系であるべ

き先史文化を年代的 e空間的に規定する土器型式ではありえない。

本書ではその意味で当該期の遺物群を「縄文時代後続期」という扱いで記述した。

出土した造物は第4章冒頭に記したように、すべて館の上館第 I郭上回からの転落遺物と考

えられるO 平成5年度の調査で、館の上館第IV郭およびその南西側の台地上面で土坑慕58墓、

壷棺22基からなる墓域が確認されており、第 I郭上にも古代 9 中世以前にこの時期の居住空間

が営まれていたものと考えられる。

遺物群の各論的評価は平-成5年度調査分の報告で改めておこなわなければならないが、とり

あえずここでは縄文時代直後の土器について、周辺諸遺跡出土資料との関係でその位置づけを

額単に記しておきたい。

出土した土器には大澗A' 式にあたるものも含まれてし1吉。浅鉢形土器の第6図1"-'5、鉢

形土器の第8図23がそれである。本遺跡の北8kmに位霞する寒川 11遺跡では、幾分細目の沈糠

によって多段化した変形工字文を描く浅鉢および鉢形土器が出土している。大洞A'式よりも

わずかに新しいこの寒J11 1遺跡の土器には、第11図63，..__65、67""71にあるような口縁部の短い

整形土器が伴っている。この種の護形土器では席Ij毛日調整が施されることはほとんどなく、寒

川11遺跡の場合にはごく少数横位の刷毛日調整が施されるだけである。寒)111遺跡の護形土器

では口縁下の!自由部に沈線を巡らす例の割合が、本遺跡に比べ総体として低いという違いがあ

- 51 -



第5章まとめ

るが、この撞の土器が刷毛日が多用される以前の大洞A'式に近い関係をもつものといえるで

あろう。

本遺跡では第10図52，......，59のような、口縁部に縦位の刷毛日痕を残す護形土器が認められる。

類似の土器は横長根A遺跡や、男鹿市大倉通説;こ多く、第6図8"""12、第7図13'--"'18のような

細く鋭い描線による変形工字文、平行沈線文を施す浅鉢形土器や、第 9 図42~47のような広口

壷との中間的な形態の護形土器を伴っている。寒川11遺跡出土土器群よりは新しくおかれる土

器である O 第13図的~第16図100に示した広口査はその半数が内外語のいずれか、あるいは河

聞に刷毛自調整の痕跡を残す。秋田県内の事例では横長根A遺跡第1号住居祉出土資料や、秋
(設 17)

田市地蔵田B遺跡土器棺資料、湯ノ沢A遺跡第1号竪穴状遺構および土器棺造転が著名であるO

地蔵田B遺跡、湯ノ沢A遺跡出土資料には独立した鋸歯状ないしX字状区画の磨消縄文を施す

例も含まれ、時期幅がやや広い。本遺跡出土の広口議には 1点の磨消縄文を施した資料(第14

図115)が含まれるが、同じ文様は横長根A遺跡第l号住居社出土議の体上半にもとられ、地

蔵田B遺跡、湯ノ沢A遺跡の独立区画の磨消縄文よりも古手におかれる。大半の無文あるいは

平行沈線のみの壷形土器も刷毛自多用の点から、総体として第10図52"'-'59のような蚕形土器に

伴うものと考えられる。寒川Ir遺跡出土土器群に後続し、横長根A遺跡や、地蔵田B遺跡、湯

ノ沢A遺跡の古い部分の一部と併行する時期の資料としてとらえたい。

第2節中世の遺構について

本遺跡幕郭上面に確認された 6条の溝跡は、館の上館第 I郭の造成ー改築に伴って作り替え

がなされたものと判断され、その延長は第 I郭と第E郭のi笥を区切る空揚へと続くと推定され

た。中世域館の周囲を巡る段築が、調査の結果、狭い堀あるいは溝と地山削出しの土撃とで構

成されている例が知られて事弘本遺跡の溝跡も基本的に同様の構造をもっO 特徴的なのはS

D13、SD14のような斜面へ向かう屈曲部をもつことで、これなどは溝跡が単に第 I郭の周囲
(註 20)

を区画するだけではなく、戦時側妨のための折邪のような施設であったことも考えさせるO

また、帯郭西肩部分に確認されたSKOlは地下式坑と判断された。県内の中世域館での類似

の遺構は確認されていないが、千葉県四街道市油/ は恕{以むよ量播が122ま確認され、

告者の大橋康二氏によって「地下式土倉」の呼び名と、貯蔵 e蓄財の機能が考えられている。

本遺跡の事例は出土遺物もなく、その正確な時期@機能とも不明である。県内および隣県での

類例が増えることに期待したし iO

来 (註)は図版頁末尾に記載

つω
「
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1 調査前遺跡全景
{東『西)

2 調査後遺跡会景
(東→茜)

3 東側斜面での
調査状況
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西側斜面下での

調査状況

2 ~匝側斜面下
発崎状態{西→東)

3 西側斜面下
兜纏状態(東一酉)



1 帯郭上商i禽跡
5010.5011 
土層断面(箇→東)

2 帯郡上面湾初1
5DlO~SOI5 
霊復状態 {函→東)

3 帯務上面白骨跡
SDlO~SOI5 
宛錨状態(西→東)
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1 東側斜面
土層犠積状態

(分析誌料採取箇所)

2 ・sa西側属都
SK01:樫纏状態
(東叫西)

3 事事事Bita側i肩部
SKOl 望~t且枚態
{南4 北)
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(註3)13の断面が摩られており、破片を砥石に転用したと思われる。須恵器にもみられることから、転用

の時期を近世以降に想定したい。

(註4)r珠洲の名陶J珠洲市立珠洲焼資料館(1989)の編年表を参考にした。
(註5)手あぶりの年代については、八戸市根城出土資料を参考にした。

「根城一本丸の発掘調査 』八戸市教育委員会(1993)

(註6)製作年代については、愛知県陶磁資料館井上喜久夫氏のご教示による。

(註7)産地及び、製作年代については、愛知県陶磁資料館井上喜久夫氏のご教示による O

(註8)(註7)に同じ。

(註9)須藤隆 14弥生社会の成立と展開Jr新版古代の日本 9東北・北海道J1992(平成4年)
(註10)小武海松四郎『籾痕土器をともなう秋田県南秋田郡井川町新聞遺跡、遺物についてJ 1977(昭和52年)

(註11)秋田県教育委員会『三一f--XIj1 • II遺跡発掘調査報告書J1984(昭和59年)

(註12)若美町教育委員会『横長根A遺跡、J 1984(昭和59年)

(註13)児玉準「家の上遺跡調査報告Jr秋田県塩蔵文化財センタ一年報J3 1985(昭和60年)
(註14)山内清男「日本遠古の文化JrドルメンJ1 -4"-' 9， 2 -2 1932(昭和 7年)
(註15)秋田県教育委員会『一般国道7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書 1J 

1988(昭和63年)

(註16)児玉準「男鹿市大倉遺跡出土の弥生時代遺物についてJr研究紀要』第2号 秋田県埋蔵文化財セ
ンタ-1987(昭和62年)

(註17)秋田市教育委員会「湯ノ沢A遺跡Jr秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書』
1984(昭和59年)

(註18)秋田市教育委員会「地蔵田B遺跡Jr秋田臨空港新都市開発関係塩蔵文化財発掘調査報告書』
1986(昭和61年)

(註19)秋田県教育委員会『西山地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書E一高瀬館跡-J

1987(昭和62年)

(註20)小室栄一『中世城郭の研究J1975(昭和田年) 新人物往来社

(註21)中野遺跡調査団『下総国四街道地域の遺跡調査報告書 J 池ノ尻館枇・戸崎館祉・前広遺跡 』

1986(昭和61年)
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